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主な内容

P２　瑞浪の消防
P４　六ヶ所村レポート
P６　みんなの広場
P８　年金の届け出
P９　お知らせ
P11 相談・納期・斎場
P12 健康だいすき

益見・羽広線が全面開通
平成７年度から整備されてきた「市道益見・羽広

線」が全面開通し、２月１日、稲津町の羽広公民館
で完成式が行われました。
完成した羽広橋の渡り初めには、地元下小里地区

の伊藤勇さんの三世代家族をはじめ、 嶋市長や渡
辺県議、地元住民ら約700人が出席し、橋の完成を祝
いました。



寺河戸 
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2月 3月 4月 5月 

建　物 車　両 林　野 その他 

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

小田 山田 土岐 明世 日吉 釜戸 大湫 稲津 陶 

月別出火件数 

地区別出火件数 

原因別出火件数 

建　物 

車　両 

林　野 

その他 

たき火 
5件 

たばこ 
3件 風呂かまど 

2件 
電気配電板 
1件 

ガスコンロ 
1件 

虫焼火 
1件 

石油バーナー 
1件 

雷　1件 

こんろの薪 
1件 

　
昨
年
の
火
災
件
数
は
17
件
で
、
前

年
よ
り
11
件
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

　
火
災
種
別
は
建
物
火
災
10
件
、
林

野
火
災
１
件
、
車
両
火
災
０
件
、
そ
の

他
の
火
災
が
６
件
で
し
た
。 

　
損
害
額
は
、
前
年
よ
り
約
40
％
増
加

し
ま
し
た
。
原
因
別
に
み
る
と
、
た
き

火
が
５
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
タ
バ

コ
が
３
件
、
か
ま
ど
が
３
件
で
す
。 

　
ま
た
１
名
の
方
が
亡
く
な
り
、
負
傷

者
が
３
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
地
区
別
で
は
、
日
吉
町
が
５
件
、
次

い
で
土
岐
町
が
４
件
、
小
田
町
、
稲
津

町
が
２
件
、
寺
河
戸
町
、
山
田
町
、
釜

戸
町
、
陶
町
が
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

'03みずな みの消防  みの消防 
火災種別 

建物 
10件 

林野 
1件 

火災件数 
17件 

その他 
6件 

・ 火災件数　１７件 

・ 損害額　１,４８９万円 

・ 原因1位はたき火 

・ 死者１名、負傷者３名 

火　災 

平成16年３月１日



10年間の救急出動件数 

月別救急出動件数 
急病 交通事故 一般負傷 その他 

地区別救急出動件数 

月別救助出動件数 
交通事故 機械事故 水難事故 その他 急病 交通事故 一般負傷 その他 

６年 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 
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寺河戸 小田 山田 土岐 明世 日吉 釜戸 大湫 稲津 陶 市外 

　
救
助
件
数
は
23
件
で
前
年
と
同
件

数
で
し
た
。
救
助
し
た
人
員
は
15
人

で
す
。 

　
救
急
出
場
件
数
は
１
１
７
２
件
で
、

前
年
と
比
較
し
て
87
件
の
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

　
事
故
種
別
で
は
急
病
が
695
件
と
59

％
を
占
め
、
次
い
で
交
通
事
故
が
194
件
、

一
般
負
傷
が
128
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
搬
送
人
員
は
１
２
０
１
人
で

約
35
人
に
一
人
の
割
合
で
搬
送
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

'03みずな  みの消防 '03みずな 
救急件数１,１７２件 

・急病５９％ 

・救急出場１日３件 

・市民の３５人に１人を搬送 

救急・救助 
救急種別 

急病 
695件 

救急出動件数 
1,172件 

交通事故 
194件 

一般負傷 
128件 

その他 
155件 

瑞浪市役所　1 68-2111



平成16年３月１日

電
源
立
地
等
初
期
対
策
交
付
金
事
業
の
広
報
事
業
で

今
年
は
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
と
茨
城
県
東
海
村
を
視
察

し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
感
想
を

報
告
し
ま
す
。

９
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間
、
青
森
県
六
ヶ
所
村

を
中
心
に
30
名
の
市
民
が
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。

六
ヶ
所
村
訪
問
は
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
新
た
な
視
察
先
と
し
て
、「
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ

ー
ム
」
風
力
発
電
基
地
が
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

１
５
０
０
kW
×
22
基
の
風
車
が
稼
動
し
て
い
ま
す
。

（
本
年
中
に
新
た
に
20
基
の
風
力
発
電
が
別
会
社
に
よ

り
稼
動
）

ま
た
、
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
国
際
熱
核
融
合

炉
の
誘
致
活
動
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）

・
多
く
の
人
（
特
に
若
い
人
）
に
見
て
ほ
し
い

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
六

ヶ
所
村
の
姿
勢
が
す
ば
ら
し
い

・
「
む
つ
小
川
原
開
発
」
の
広
大
な
敷
地
と
原
子
力
発

電
関
連
施
設
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
施
設
の
規
模

に
は
驚
き
と
感
動

・
科
学
力
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
動

・
何
よ
り
も
安
全
第
一

・
安
易
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
す
ぎ
て
い
る

・
省
エ
ネ
に
気
を
つ
け
電
気
を
大
切
に
し
た
い

・
今
か
ら
20
年
、
30
年
前
に
は
戻
れ
な
い

・
参
加
者
同
士
の
話
し
合
い
で
、
瑞
浪
は
研
究
所
で
あ

る
こ
と
が
理
解
で
き
た

・
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

※
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
視
察
は
有
意
義
で
あ
っ
た

こ
と
や
今
後
も
っ
と
多
く
の
皆
さ
ん
に
視
察
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
土
岐
町
　
岩
祖
紀
代
子
さ
ん
の
感
想

資
源
の
な
い
日
本
で
、
将
来
の
安
定
し
た
電
気
供
給

の
た
め
何
が
い
い
の
か
…
？

ま
だ
ま
だ
緑
の
多
い
日
本
、ム
ダ
に
し
て
い
る
木
の
葉
、

き
っ
と
い
つ
か
木
の
葉
１
枚
で
お
茶
が
沸
か
せ
る
。

各
家
庭
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
式
に
育
て
た
緑
の
葉
か
何

か
で
電
気
供
給
が
出
来
る
日
が
来
る
気
が
し
ま
す
。
そ

れ
は
何
億
年
先
…

や
は
り
今
、
安
定
し
た
電
気
供
給
に
は
原
子
燃
料
が

い
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

世
の
中
「
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
」
と
言
う
と
、
と
て
も

良
い
イ
メ
ー
ジ
な
の
に
「
再
処
理
」
と
言
う
だ
け
で

「
危
険
」、
と
い
う
考
え
に
な
る
の
は
ど
う
し
て
か
な
と

思
う
。

話
に
は
前
が
あ
り
、
後
ろ
が
あ
る
の
に
、
中
の
悪
い

と
こ
ろ
だ
け
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
気
が

し
ま
し
た
。

堅
い
話
で
な
く
、
お
茶
の
み
話
と
し
て
放
射
性
廃
棄

物
埋
設
地
の
上
で
、
20
年
生
活
し
て
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
の
１
回
分
の
放
射
し
か
な
い
。
そ
ん
な
軽
い
話
か
ら

理
解
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
全
然
興
味
な
か
っ
た
の
に
、
友
に
誘
わ
れ
今

度
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
放
射
性
廃
棄
物

の
現
状
を
正
し
く
認
識
し
、
そ
の
処
理
・
処
分
研
究
の

必
要
性
が
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

【
六
ヶ
所
村
】

「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」
等
を
見
学
し
て

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト

六
ヶ
所
村
・
東
海
村
原
子
力
関
連
施
設

視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト



10
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
、
茨
城
県
東
海
村
を

中
心
に
30
名
の
市
民
が
視
察
を
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
と
関
わ
り
の
深
い

地
層
処
分
に
関
す
る
研
究
施
設
を
中
心
と
し
た
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。

・
茨
城
県
原
子
力
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
（
ひ
た
ち
な
か
市
）

原
子
力
災
害
時
に
、
国
、
県
、
市
町
村
、
原
子
力
事

業
者
及
び
防
災
関
係
機
関
及
び
専
門
家
等
様
々
な
関
係

者
が
一
堂
に
会
し
て
情
報
を
共
有
し
、
応
急
対
策
を
決

定
す
る
た
め
の
拠
点
（
全
国
21
箇
所
）

・
原
子
力
緊
急
時
支
援
研
修
セ
ン
タ
ー

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
と
日
本
原
子
力
研
究
所

が
災
害
対
策
基
本
法
と
、
防
災
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

指
定
公
共
機
関
と
し
て
、緊
急
時
に
対
応
に
あ
た
る
国
、

自
治
体
警
察
、
消
防
、
事
業
者
な
ど
の
防
災
関
係
者
に

対
し
技
術
支
援
を
行
う
活
動
拠
点
施
設
（
他
に
福
井
県

敦
賀
市
に
整
備
）

・
ア
ト
ム
ワ
ー
ル
ド
（
サ
イ
ク
ル
開
発
機
構
運
営
の
展
示
館
）

原
子
力
発
電
の
仕
組
み
や
東
海
村
の
紹
介
、
科
学
に

親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

・
東
海
事
業
所
地
層
処
分
基
盤
研
究
施
設

地
層
処
分
の
技
術
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
、
放
射
性

廃
棄
物
を
用
い
ず
に
地
下
深
部
の
環
境
を
模
擬
し
た

様
々
な
試
験
等
を
行
う
研
究
施
設

・
東
海
事
業
所
地
層
処
分
放
射
化
研
究
施
設

地
下
深
部
の
環
境
を
模
擬
し
た
条
件
に
お
け
る
放
射

性
物
質
の
科
学
特
性
や
、
移
行
挙
動
に
関
す
る
基
礎
デ

ー
タ
ー
等
を
取
得
す
る
た
め
の
施
設
。
地
下
数
百
メ
ー

ト
ル
よ
り
深
い
地
層
中
で
想
定
さ
れ
る
酸
素
の
少
な
い

科
学
的
な
環
境
条
件
を
実
現
で
き
る
。（
放
射
性
物
質

を
使
っ
た
試
験
が
行
わ
れ
る
）

○
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）

・
ど
の
施
設
も
安
全
対
策
、
安
全
管
理
を
一
番
に
対
策

が
行
わ
れ
て
い
る

・
自
分
の
足
で
見
る
こ
と
が
大
切

（
全
体
の
感
想
と
し
て
六
ヶ
所
村
視
察
と
同
意
）

▼
釜
戸
町
　
鈴
木
芳
子
さ
ん
の
感
想

現
在
の
社
会
状
況
か
ら
考
え
る
と

原
子
力

と
い
か

に
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く
か
と
い
う
方
向
で
進
ん
で
い

く
の
が
今
の
と
こ
ろ
最
良
と
思
い
ま
す
。
余
程
の
事
が
な

い
限
り
昭
和
30
年
代
、
40
年
代
に
戻
っ
た
生
活
な
ど
考
え

ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
私
た
ち
は
ま
ず
原
子
力
の
恩
恵
の

方
を
受
け
て
し
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
に

は
大
き
な
リ
ス
ク
も
存
在
す
る
と
い
う
事
を
知
る
に
到
っ

た
と
う
い
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
リ
ス
ク
も

人
類
の
知
恵

に
よ
り
何

と
か
小
さ
く
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
を
今

回
の
研
修
の
中
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

気
が
遠
く
な
る
よ
う
な
地
道
な
研
究
を
し
て
い
る
方
た

ち
、
ま
た
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
研
究
を
し
て
い
る
事
な

ど
を
知
る
事
が
で
き
た
の
は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

情
報
公
開
と
い
う
事
が
大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
情
報
が
的
確
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
無
論
大
事

で
す
が
、
そ
れ
を
受
け
取
る
側
の
正
し
い
判
断
力
も
問
わ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
ひ
と
り
一
人
が
正
し

い
知
識
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
オ

フ
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
で
「
マ
ン
パ
ワ
ー
が
大
事
で
す
」
と

言
わ
れ
た
事
で
す
。
ど
ん
な
す
ぐ
れ
た
技
術
や
研
究
も
そ

れ
を
最
大
限
に
活
か
す
の
は
最
終
的
に

人

な
の
で

す
。研

究
す
る
側
、
推
進
す
る
側
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
側
、

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
側
、
様
々
な
立
場
の
人
の
相
互
理
解

が
あ
っ
て
一
歩
前
へ
行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

【
編
集
後
記
】

瑞
浪
に
超
深
地
層
研
究
所
建
設
計
画
が
も
た
ら
さ
れ

て
９
年
が
経
ち
、
昨
年
７
月
に
着
工
し
研
究
所
の
建
設

は
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

日
頃
、
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
、（
原
子
力
を
輸
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
計
算
す

る
と
実
質
自
給
率
約
４
％
の
日
本
）取
り
分
け
現
在
の

生
活
環
境
の
中
で
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
電
力
に

つ
い
て
、
私
た
ち
は
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

研
究
所
の
立
地
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
問
題
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。平

成
16
年
度
も
、
視
察
研
修
を
計
画
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
広
報
に

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
担
　
当

学
園
都
市
推
進
室
　
1
内
線
３
３
０

“

”

“

”

“

”
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【
東
海
村
】

「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
」
等
を
見
学
し
て

視
察
し
た
主
な
施
設



平成16年３月１日

２
月
７
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
群
馬
県
で
開
催
さ
れ

た
第
24
回
全
国
中
学
校
ス
ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
に
出
場
し
た
保
母
佳
紀
君
（
釜
戸
中
学
３
年
生
）

が
大
会
前
の
２
月
３
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、

嶋
市
長

に
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

長
距
離
が
得
意
な
保
母
君
は
１
５
０
０
㍍
と
３
０
０

０
㍍
の
２
種
目
に
出
場
し
、
同
大
会
に
は
２
年
連
続
の

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

保
母
君
は
、
ス
ケ
ー
ト
の
国
体
選
手
だ
っ
た
お
父
さ

ん
の
影
響
で
小
学
校
１
年
生
か
ら
ス
ケ
ー
ト
を
本
格
的

に
は
じ
め
、
現
在
、
週
に
一
度
は
長
野
県
の
岡
谷
市
や

茅
野
市
な
ど
の
ス
ケ
ー
ト
場
で
練
習
を
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

昨
年
の
大
会
で
、
雪
国
の
選
手
と
の
力
の
差
を
痛
感

し
た
保
母
君
は
、「
精
一
杯
の
力
を
出
し
て
、
自
己
記

録
を
更
新
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
話
し
、

嶋
市
長

か
ら
「
中
学
生
活
最
後
の
全
国
大
会
で
す
。
精
一
杯
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
大
会
に
２
年
連
続
で
出
場

２
月
３
日
、
市
内
の
各
保
育
園
で
節
分
の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

一
色
保
育
園
で
は
、
野
村
園
長
が
「
豆
ま
き
で
、
自

分
の
中
に
い
る
泣
き
虫
鬼
や
弱
虫
鬼
を
退
治
し
ま
し
ょ

う
」
と
話
を
し
た
後
、
勤
労
体
験
学
習
で
同
園
を
訪
れ

て
い
た
土
岐
商
業
高
校
の
生
徒
３
人
が
扮
し
た
鬼
に
、

約
150
人
の
園
児
が
「
鬼
は
外
、
福
は
内
」
と
元
気
よ
く

豆
を
ま
き
、
鬼
を
追
い
払
い
ま
し
た
。

園
児
ら
は
豆
ま
き
終
了
後
に
、「
今
年
一
年
元
気
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
」
と
福
豆
を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。

▽
株
式
会
社
ト
キ
ワ（
代
表
取
締
役
社
長
　
曽
我
尚
之
）

様

三
百
万
円
　
社
会
福
祉
事
業
に

善

意
温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

３
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は 

　
　
　
「 

お
ぼ
ろ
月
夜 

」
で
す 

◎
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
放
送
）
は
、
窓
を
開
け
る
か
、 

　
外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

保
育
園
で
鬼
退
治

２
月
１
日
、
市
民
体
育
館
で
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
会

が
行
わ
れ
、
17
チ
ー
ム
の
選
手
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

▽
混
合
の
部

優
　
勝
　
コ
パ
デ
ィ
ア
カ

▽
女
子
の
部

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
　
勝
　
サ
ウ
ン
ド

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
　
勝
　
Ｍ
Ａ
Ｘ

・
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
　
優
　
勝
　
ウ
ィ
ン
ズ

瑞
浪
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
交
流
会
の
結
果

竜
吟
の
森
に
も
春
が
訪
れ
て
い
ま
す
。「
菌
類
な
く

し
て
森
は
語
れ
ず
」
と
い
う
わ
け
で
、
今
回
は
、
比
較

的
簡
単
に
増
殖
で
き
る
キ
ノ
コ
を
教
材
に
、
菌
類
の
世

界
に
足
を
踏
み
入
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
月
27
日（
土
）
９
時
30
分
〜
12
時

・
講
　
師

藤
　
田
　
光
　
先
生

・
内
　
容

ひ
ら
た
け（
シ
メ
ジ
）の
単
木
植
え
こ
み

キ
ノ
コ
に
つ
い
て
の
お
話

・
対
　
象

子
ど
も
〜
一
般
（
定
員
20
人
）

・
参
加
費

100
円

・
締
　
切

３
月
21
日（
日
）

◎
問
合
せ

自
然
ふ
れ
あ
い
館
　
1
６
３
‐
０
０
１
５

「
き
の
こ
を
栽
培
し
て
み
よ
う
」

・
場
　
所

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

会
員
の
学
習
成
果
と
特
長
を
生
か
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。（
即
売
は
７
日
正
午
よ
り
）

◎
問
合
せ

高
齢
介
護
課
　
1
内
線
１
５
４

３
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）

９
時
〜
17
時
（
７
日
は
15
時
30
分
ま
で
）

余
技
作
品
展

瑞
浪
市
長
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会
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須田尋斗
ひろと

ちゃん（4歳）
上平町

小島恭資
きょうすけ

ちゃん（4歳）
南小田町

宮 前 児 童 館

浅井礼二郎さん 伊村彰介さん

２
月
５
日
、
瑞
浪
市
無
形
文
化
財
・
有
形
文
化
財
の

指
定
証
交
付
式
が
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
無
形
文
化
財
に
陶
芸
家
の
伊
村
彰
介
さ
ん

（
日
吉
町
）
と
、
同
じ
く
陶

芸
家
の
浅
井
礼
二
郎
さ
ん

（
土
岐
町
）
の
２
人
の
方
が
、

ま
た
、
有
形
文
化
財
に
は

北
小
田
町
の
正
宗
寺
に
保

管
さ
れ
て
い
る
「
御
深
井

釉
角
香
炉
（
お
ふ
け
ゆ
う

か
く
こ
う
ろ
）」
が
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

瑞
浪
市
無
形
文
化
財
に

陶
芸
家
の
２
人
を
指
定

２
月
６
日
に
100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
明
世
町
の
和

田
さ
と
さ
ん
宅
を

嶋
市
長
が
２
月
12
日
に
訪
れ
、
長

寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
足
腰
が
や
や
弱
い
も
の
の
、
高
嶋
市

長
と
の
会
話
の
中
で
は
冗
談
も
話
す
ほ
ど
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
今
ま
で
入
院
も
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
元

気
な
方
で
す
。「
家
族
や

周
り
の
人
た
ち
に
恵
ま
れ

て
100
歳
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」
と
喜
び
の

言
葉
を
述
べ
る
と
、「
こ

れ
か
ら
も
体
に
気
を
つ
け

て
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と

嶋
市
長
か
ら
花

束
と
お
祝
い
金
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
の
100
歳
を
祝
う

２
月
10
日
、
釜
戸
中
学
校
生
徒
会
の
水
野
頌
也
会
長

ら
４
人
が
、
み
ず
な
み
陶
生
苑
を
訪
れ
介
護
用
の
車
イ

ス
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
中
学
校
で
は
、
毎
月
第
１
週
目
に
生
徒
会
が
中
心

と
な
り
ア
ル
ミ
缶
収
集
を
行
っ
て
お
り
、
２
年
間
か
け

て
集
め
た
ア
ル
ミ
缶
の
売
上
金
な
ど
で
車
イ
ス
を
購
入

し
、
今
回
の
寄
贈
と
な
り
ま
し
た
。

安
藤
辰
哉
副
会
長
が
「
ア
ル
ミ
缶
を
一
生
懸
命
集
め

ま
し
た
。
風
邪
に
は
気
を
つ
け
て
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
目
録
を
手
渡
す
と
、「
素
敵
な
車
イ
ス
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
74
歳
の
入
所
者
が
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

釜
戸
中
学
校
の
車
イ
ス
の
寄
贈
は
今
回
で
４
台
目
と

な
り
ま
す
。

釜
戸
中
生
徒
会
が
車
イ
ス
を
寄
贈

御深井釉角香炉
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●
誕
生
月
が
き
た
と
き
（
年
金
受
給
権
者
現
況
届
）

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
受
け
取
る
た
め

の
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
毎
年
１

回
、
誕
生
月
に
必
ず
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

「
現
況
届
」
で
す
。
こ
の
届
が
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

年
金
の
支
払
が
一
時
止
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ

い
。「

現
況
届
」
の
用
紙
は
、
毎
年
誕
生
月
の
初
め
頃
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
住
所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
、
必
ず

誕
生
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
到

着
す
る
よ
う
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
年
金
を
受
け
始
め
て
か
ら
最
初
の
誕
生
月
に
は
、
現

況
届
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
住
所
や
年
金
の
受
け
取
り
先
を
変
え
る
と
き
（
年
金

受
給
権
者
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届
）

住
所
や
年
金
の
支
払
い
を
受
け
る
金
融
機
関
や
郵
便

局
を
変
更
し
た
と
き
は
「
年
金
受
給
権
者
住
所
・
支
払

機
関
変
更
届
」
を
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
支
払
機
関
を
変
更
す
る
場
合
は
そ
の
金
融
機

関
の
証
明
が
必
要
で
す
。

●
氏
名
を
変
え
た
と
き
（
年
金
受
給
権
者
氏
名
変
更

届
）結

婚
や
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
り
氏
名
を
変
更
し
た
と

き
は
、
年
金
証
書
を
添
え
て
「
年
金
受
給
権
者
氏
名
変

更
届
」
を
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
に
は
戸
籍
抄
本
ま
た
は
住
民
票
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
年
金
証
書
を
な
く
し
た
と
き
（
年
金
証
書
再
交
付
申

請
書
）

年
金
証
書
は
年
金
を
受
け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
も
の
で
す
。
汚
し
た
り
な
く
し
た
と
き
は
「
年

金
証
書
再
交
付
申
請
書
」
を
多
治
見
社
会
保
険
事
務
所

に
提
出
し
て
年
金
証
書
の
再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

●
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死
亡
し
た
と
き
（
年
金
受

給
権
者
死
亡
届
）

年
金
を
受
け
る
権
利
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が

死
亡
す
る
と
な
く
な
り
ま
す
。
遺
族
の
方
な
ど
が
、

「
死
亡
届
」
を
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

「
死
亡
届
」
に
は
、「
年
金
証
書
」
の
ほ
か
死
亡
の
事
実

を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類（
戸
籍
抄
本
等
）を
添
え
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多
く
受
け

取
り
す
ぎ
て
返
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
死
亡
し
た
人
に
受
け
取
れ
る
は
ず
の
年
金
が
残
っ
て

い
る
と
き
（
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
）

年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
死

亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ

て
い
る
と
き
は
、
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
一
定
の
遺

族
の
方
に
そ
の
分
の
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。「
未
支

給
年
金
・
保
険
給
付
請
求
書
」
に
戸
籍
謄
本
、
年
金
を

受
け
て
い
た
方
と
請
求
者
が
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
書
類
を
添
え
て
、
社
会
保
険
事
務
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ

多
治
見
社
会
保
険
事
務
所

1
２
２
‐
０
２
５
５

届届届届
けけけけ
出出出出
はははは
済済済済
んんんん
でででで
まままま
すすすす
かかかか
？？？？

年
金
を
将
来
に
わ
た
っ
て
正
し
く
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
届
け
出
を
し
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金
の
受
け
取
り
が
遅
れ
た
り
、
年
金
を
余
分
に

受
け
取
り
す
ぎ
て
返
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
の
方
も
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー年金コーナー
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○里山応援団会員募集
セラミックパークMINO周辺の自然環境を保護育

成する活動に参加していただけるボランティアを募
集します。知識や経験は問いません。あなたも活動
に参加して森林や植物について学んでみませんか。
詳しくは里山応援団事務局までお問合せくださ

い。
○春の自然観察会参加者募集
シデコブシをはじめ周辺に生育する希少植物や野

鳥を観察する春の自然観察会を開催します。
・日　時 ４月４日（日） ９時～11時　少雨決行　
・参加費 無　料
※参加希望の方は３月26日（金）までに電話または
FAXで参加者の氏名・住所・電話番号を下記へご
連絡ください。

◎問合せ セラミックパークMINO里山応援団
事務局　128-3200 FAX25-4138

東濃地域の農家が栽培した新鮮な減農薬野菜、和
洋菓子、手作りパン、団子、五平餅、おこわ、朴葉
寿し、地酒、手工芸品、木工製品、水産加工品、リ
サイクル品、などを販売します。（月により出店内
容が変わる場合があります）
・会　期 ３月から11月までの第４日曜日
・時　間 11時～14時まで
・場　所 セラミックパークＭＩＮＯ回廊
◎問合せ セラミックパークMINO 125-3200

・日　時 ３月20日（祝） 13時30分～15時30分
・場　所 セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市）
・演　題 「科学わくわく話」
・講　師 小出五郎氏

（科学技術評論家､ＮＨＫ解説委員）
・定　員 230人　参加無料（要申込）
・申　込 ３月12日（金）までに、はがき、FAX、
Ｅ-mailで、住所、氏名、電話番号を記入し下記
までお送り下さい。

◎申込・問合せ 〒500-8570岐阜市藪田南2-1-1
県地域政策室内東濃研究学園都市推進連絡協議会
事務局　1058-272-1111 内線2332

FAX058-272-2574
E-mail：info@tono-fsrc.gifu.gifu.jp

白寿荘では、平成16年度の給食用物資の納入業者
を募集します。
・応募資格 平成16年度に競争入札参加資格審査申

請をしている業者
・応募期限 ３月12日（金）
◎申込・問合せ あけよ温泉白寿荘　168-2310

瑞浪市弓道連盟では、市民対象の弓道教室を開催
します。初心者の方でも大丈夫！あなたも弓道にふ
れてみませんか。
・日　時 ４月・５月で16回を予定

毎週火曜日・金曜日の19時～21時
・場　所 瑞浪市弓道場（市役所横）
・費　用 1,000円（スポーツ保険代）
・締　切 ３月25日（木）
◎申込・問合せ スポーツ振興課　168-0747

・対　象 新小学３年生～新中学２年生まで
（募集人員は40人程度）

・会　費 年間10,000円（保険料、ボール代、コー
ト使用料等）

・会　場 主に瑞浪市民コートを予定
・練習日 ４月～（休校日、随時平日の夜間）
・締切り ３月30日（火）10月までは随時受付

※おためし後の申し込み可
◎申込・問合せ クラブ代表　樋口　167-2253

・対　象 市内在住の新年度小学2年生以上の児童
〃　　新年度中学１年生の生徒

・年会費 小学生5,000円・中学生6,000円（保険料、
ボール代、コート使用料、その他）

・練習日 ４月～11月の土・日・祭日など休校日
・会　場 市営狭間川コート（予定）
・締　切 ３月24日（水）まで
◎申込・問合せ クラブ代表　鈴木　168-5435

・日　時 ３月21日（日）９時～16時
・場　所 不燃物埋立処分場
・持ち物 入れ物・スコップ等を持参して下さい。
※堆肥が無くなり次第終了します。ご了承ください。
※１人家庭菜園用で軽トラック１車程度まで
◎問合せ 環境課　1内線490

東濃研究学園都市フォーラム

アグロソイル（堆肥）無料配布

「白寿荘」給食用物資納入業者募集

弓道教室参加者募集

毎月第４日曜日は
「セラパーク青空市」へ

Ｆ瑞浪21ジュニア
ソフトテニスクラブ部員募集

瑞浪ジュニアソフトテニス
クラブ部員募集

セラミックパークＭＩＮＯから



平成16年３月１日

失業している方の生活支援を目的に、緊急雇用創
出特別対策事業として、次のとおり求人します。
・期　間 ４月～９月（６カ月間）
・内　容 市道の草刈、不法投棄の撤去、教育施設

の清掃等　４人
駅前駐輪場・駅前広場の管理清掃　３人

◎問合せ 施設公社　168-0675

４月に開校する東濃フロンティア高校では、一般
の方を対象に４月から１年間履修する「科目聴講生」
を募集します。
【情報処理】定員10名
・期　日 週１回（曜日未定）15時35分～17時５分
・内　容 表計算ソフト活用の基礎・文書作成の基

礎・ビジネス計算と表の作成・データベ
ースソフト活用の基礎

【異文化理解】定員10名
・期　日 週１回（曜日未定）18時～19時30分
・内　容 英会話や英語を話す国々の文化について

楽しく学びます。外国人講師と日本人英
語教師によるティームティーチングの授
業です。

○費　用 年間講座料3,000円（予定）＋教材費実費
○申込期限 3月2日（火）～18日（木）
○提出書類 本校指定の申込書、身元を証明できる

もの
※詳しくは下記へ問い合わせください。
◎申込・問合せ 土岐北高等学校 佐橋 155-4151

・住宅名称 リコシエ村
・場　　所 瑞浪市寺河戸町1087-1
・概　　要 緊急通報、安否確認設備付きバリアフ

リー住宅
・募集戸数 １戸
・面　　積 57.97㎡
・家　　賃 ７万円（共益費別）
・入居資格 60歳以上の単身者、60歳以上の方と配

偶者など
・入 居 日 ４月１日
・受付期間 ３月１日（月）～３月８日（月）
◎申込・問合せ ＪＡ陶都不動産部　154-2125

瑞浪市高齢者職業相談室は、都合により３月31日
をもって廃止することになりました。
今後、高齢者の方の職業相談・職業紹介等につい

ては多治見公共職業安定所（ハローワーク多治見）
をご利用ください。
◎問合せ　商工課 1内線499

小里川ダム建設事業は、昭和54年に実施計画調査
を開始して以来25年の歳月を経て、平成15年度末で
竣工となり、今年４月よりダムの管理運用を開始し
ます。また、竣工を記念して３月15日（月）に竣工
記念植樹、３月20日（土）には小里川ダム竣工式典
が行われる予定です。
◎問合せ 小里川ダム工事事務所　10573-56-3451

最近、県庁の国民健康保険課の名をかたり、個人
情報を聞き出そうとする不審電話があったとの情報
が市民から寄せられました。
家族構成や勤務先、携帯電話番号などの個人情報

を県庁の職員が直接、市民の皆様に電話をして確認
することはありません。
また、市役所の職員が市民の皆様にお問い合わせ

する場合は、担当名を名乗り事情をお聞きします。
不審に感じられた場合は、回答をしないで市役所

保険係までお問い合わせください。
◎問合せ 保険年金課　1内線109・110

【予防対策のポイント】
①ニワトリを含め動物にさわった後は必ず手洗いを
しましょう。うがいも併せて行いましょう。

②ニワトリ小屋には野鳥（特に水鳥）を絶対に入れ
ないようにしましょう。小屋の出入り口の戸や金
網の破れをチェックし、補強しましょう。

③ニワトリ小屋に専用の履物を設置しましょう。
④ニワトリの健康状態を毎日観察し、ニワトリが急
に死亡するなどの異常が認められた場合は直ちに
家畜保健衛生所に連絡してください。

※なお、鶏卵・鶏肉を食べて鳥インフルエンザが人に
感染することは世界的にも報告されていません。

◎問合せ 東濃家畜保健衛生所10573-26-1111内線392
市家畜診療所　168-2111 内線472

「高齢者向け優良賃貸住宅」入居者募集

６カ月間働きませんか

小里川ダム完成

高齢者職業相談室の廃止について

不審な電話や手紙等に
ご注意ください

自家用のニワトリ類の
インフルエンザ対策

東濃フロンティア高校学校
「科目聴講生」募集



瑞浪市役所　1 68-2111

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…３月８日（月） 10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…３月18日（木） 10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…３月３日（水）・10日（水）・28日（日）
10時～16時　　　

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日　10時～15時　　

◆高年齢者職業相談 商工課　1内線481
日時…火・木・金曜日　９時～16時

市役所１階市民相談室
◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線102
日時…３月8日（月） ９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245
日時…３月16日（火） 10時～15時

◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　３月３日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

３月３日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティセンター

３月10日（水）10時～12時
・日吉コミュニティセンター

３月10日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…３月２日（火） ９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・水・金曜日　13時～17時
（３日・12日・19日・26日・31日を除く）

◆電話相談 相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） ２月分 ３月10日

○国民健康保険料　　　　３月分 ３月31日

○水道料金・下水道使用料 ２月分 ３月31日

○介護保険料 ３月分 ３月31日

３月３日（水）・９日（火）・15日（月）・21日（日）・
27日（土）・４月２日（金）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー（３月分）

身体や精神に障害のある方が所有する軽自動車、
原動機付自転車は、１台に限り軽自動車税の減免を
受けることができます。
障害の級によっては、障害のある方本人が運転す

る場合に限って減免の対象となります。
尚、既に普通自動車税の減免を受けている場合は、
軽自動車税は減免の対象とはなりません。
・申請方法 身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
者保健福祉手帳、戦傷病者手帳等と運転免許証、
車検証、印鑑を持参して、５月24日（月）までに
税務課税政係（1内線119・120）ヘお越しくださ
い。

・減免対象者は、次の表に該当する方です。

障害の区分
減免の対象となる範囲

身体障害者手帳 戦傷病者手帳

視覚障害
１～３級、

４級の１

聴覚障害 ２～３級
特別項症、１～４項症

平衡機能障害 ３級

音声機能障害 ３級 特別項症、１～２項症

上肢不自由 １～３級 特別項症、１～４項症

下肢不自由 １～６級 特別項症、１～６項症

体幹不自由 １～３級、５級 １～３款症

１～３級

１～６級

心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・
１級、３級 特別項症、１～３項症

小腸・直腸の機能障害

ヒト免疫不全ウイルス
１～３級

による免疫機能障害

知的障害者 療育手帳　Ａ、Ａ１、Ａ２

精神障害者 精神障害者保健福祉手帳　　１級

軽自動車税減免のお知らせ

（水）

（水）

（水）

（水）

乳幼児期以
前の非進行
性の脳病変
による運動
機能障害

上肢機能

移動機能

※上記以外の入居者募集は行っておりません。 
応募資格　◆原則として市内に３カ月以上、住所または勤務地があり、
　　　　　　市税を滞納していない方 
　　　　　◆現に同居または同居しようとする親族があり世帯を構成す
　　　　　　る方 
　　　　　◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方 
応募期間　３月１日（月）～３月８日（月） 
　　　　　※お問い合せには、平成14年分、平成15年分の所得のわかる 
　　　　　　書類をご用意ください。 

団地名 所在地 形式 募集数 構造 

2DK １ 簡平 
PC造 竜　吟 釜戸町 
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市営住宅入居者募集 管財課
1内線324



健康だいすき 
ヘルスインフォメーション　保健センター　1６７－２７００ 
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「東京から東濃へ」 
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麻しん予防接種 

Q乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

●対象者　平成14年9月～平成15年3月までの出
生児 

　　　　　但し、満７歳半（90カ月）未満でま
だ接種していない児も含む。（麻し
んにかかったことのある児は除く） 

●期　間　４月１日（木）から 
　　　　　の各医療機関の指定する日時　 
●料　金　無料 
●実施方法 
①３月25日（木）までに申し込みはがきを保
健センタ－へ提出してください。（はがき
は予防接種のしおりにとじてあります。） 

②３月30日（火）以降に希望した医療機関へ
直接電話で日時を予約してください。 

③予診票と母子健康手帳を持参し、予約した
医療機関で接種してください。 

 
 
＊申し込まれた医療機関を変更することは出来
ません 

＊麻疹の予防接種を下表の医療機関で行います。 

医療機関名 
タチ医院 

東濃厚生病院 
瑞浪病院 
セオ医院 

佐々木外科医院 
 

宮川クリニック 
 

岩島医院 
明生クリニック 
とよだ小児科クリニック 
タルミ医院 
嶋崎内科医院 

わだ内科外科クリニック  
広瀬クリニック 
勝股医院 
玉田医院 
西尾医院 

塚田婦産科院 
大湫病院 

電話 
68-3043 
68-4111 
67-1221 
68-2733 
68-2817 
 

68-2959 
 

68-6116 
68-0068 
66-2250 
67-1732 
67-2363 

68-3177  
66-2112 
68-8896 
69-2005 
65-2701 
63-2002 
63-2231

受入れ条件 
月・火・木・金　9：00～11：30 
月・水・木　14：00 
月・水　12：00／火・金　17：00 
月～土　12：00～12：30 
火・木　13：00～16：00 
月・火・水・金 
12：00～13：00、15：30～16：00 
木・土　12：00～13：00 
月・水・金　12：00～12：30 
火・木　15：30～16：00 
火・木・金　15：00～15：30 
火・水・金・土　14：00～15：00 
第1・4　月　14：00～15：00 
月・火・木・金 
8：30～9：00/15：30～16：00 
月・火・木・金　15：30～16：00 
月・火・木・金　12：00～13：00 
火・金　14：00～16：00 
月　　　15：00～16：00 
火・金　14：00～15：00 
月～金　13：00～16：00

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

12時30分開始 

9時～11時 

３月19日（金） 

３月26日（金） 

平成15年11月生まれ 

平成12年９月生まれ 

平成13年３月１日～ 
　　　３月15日生まれ 

平成13年３月16日～  
　　　３月31日生まれ 

母子健康手帳 

母子健康手帳・早朝尿（50cc） 
歯ブラシ・コップ 
※保護者の歯科健診等 
同時に実施します。 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
おいでください 

平成12年３月生まれ ４歳児はみがき教室 
３月22日（月） 

平成11年９月生まれ 4歳6ヵ月児はみがき教室 

3歳6ヵ月児はみがき教室 

３歳児健康診査 
※健診終了後希望者
に歯みがき教室を実
施します 

３月18日（木） 

第１子　13時開始 
第２子以上は13時45分 
　　　～14時15分受付 

３月23日（火） 4 ヵ 月児健康診査  

歯科休日救急診療 

＊受診の際は、当日電話予約が必要です。 

期　日 
３月20日（土） 
３月21日（日） 

電話番号 
68－2448 
67－1685

在宅当番医院 
今井歯科医院 
景山歯科医院 

診療時間：９時～15時 献血(200ml.400ml)にご協力ください 

＊同会場で瑞浪桔梗ライオンズクラブ主催の「骨髄ドナー登録会」
も行います。 

　白血病など血液の病気で苦しむ方が骨髄移植を受けることがで
きるように、骨髄提供者の登録をするデータバンクです。一人で
も多くの患者さんを救うためにも、温かいご協力をお願いします。 

日にち 
３月24日(水) 

時　　間  
10:00～15:30

 場　　所 
瑞浪市役所 


